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・市政に対する一般質問
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平成28年9月定例会 提出された議案の結果
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　　　　　　            実りの秋だ。太陽を浴び風雨に耐え、人
間社会に富をもたらす食料、確保するのは政治の責任だ。でき
ない国は滅びると言われている。そのような事態を招かぬため
に、中央も地方も政治の果たす役割は重大だ。ある市民から
「政治は倫理の前に道徳だ」と指摘された。心に突き刺さった
言葉だ。道徳と倫理を基礎にした政治が実るのはいつの日か、
今、その在り方が問われている。

編 集 後 記委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
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手　島　幸　成
小　林　順　一
大　平　泰　二
木　村　治　夫
小　林　啓　子
本　田　謡　子
松　田　雅　代
武　藤　壽　男

（市長提出議案）
（○：賛成　×：反対　退：退席）公明党…公　改革…改　先進…先　自民クラブ…自　日本共産党…共　無所属…無

　　　　　

議案番号

議席番号・議員名

議　案　名

付　託
委員会

本会議
議決結果

大
山
　
重
隆（
無
）

小
林
　
啓
子（
公
）

小
河
原
浩
和（
改
）

本
田
　
謡
子（
改
）

松
田
　
雅
代（
先
）

宮
杉
　
勝
男（
無
）

木
村
　
治
夫（
自
）

小
林
　
順
一（
無
）

中
村
　
孝
子（
先
）

藤
沼
　

貢（
自
）

青
木

　

章（
無
）

手
島

　
幸
成（
無
）

武
藤

　
壽
男（
無
）

大
平
　
泰
二（
共
）

（議員提出議案）

議案第60号 平成27年度幸手市水道事業会計決算の認定について 建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第62号 市道路線の認定について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第63号 市道路線の変更について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第64号 市道路線の廃止について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第66号 平成28年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第67号 平成28年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第68号 平成28年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第69号 平成28年度幸手市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第70号 平成28年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第72号 平成28年度幸手市水道事業会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第73号 副市長の選任について － 賛成多数同意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第74号 教育委員会委員の任命について － 賛成多数同意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

　　 大平泰二議員に対する懲罰の件 懲罰特別 賛成多数可決× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － × 退

建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第52号 平成27年度幸手市水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

文教厚生 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第54号 平成27年度幸手市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

文教厚生 賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第55号 平成27年度幸手市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

文教厚生 賛成多数認定× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第56号 平成27年度幸手市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第57号 平成27年度幸手市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第58号 平成27年度幸手市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

建設経済 賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第59号 平成27年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

建設経済 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第71号 平成28年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）

建設経済 賛成少数不採択○ × × × ○ × × × ○ × × － ○ ○請願第１号 財政支出を大幅削減した幸手駅舎・東西自由通路建設を求
める件

総　務 賛成少数不採択× × × × × × × × × × × － × ○請願第２号 市の駅舎建設計画の是非を問う住民投票条例の設置を求め
る件

総　務
文教厚生
建設経済

賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ×平成27年度幸手市一般会計歳入歳出決算の認定について議案第53号

総　務
文教厚生
建設経済

賛成多数可決× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － × ×平成28年度幸手市一般会計補正予算（第２号）議案第65号

賛成全員可決総　務○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
幸手市議会議員及び幸手市長の選挙における選挙運動用自動
車の使用等の公営に関する条例及び幸手市長の選挙における
ビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

議案第61号

（16）



一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算

（2）（3）

平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定

9月定例会
　
平
成
28
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
９
件
、
条
例
案
な
ど
4
件
、
補
正
予
算
8
件
、
お
よ

び
人
事
案
件
2
件
の
23
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
3
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
請
願
2
件
も
審
査
さ
れ
、
そ
の
他
懲
罰
事
件
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額 178億225万円

実質収支額 （決算余剰金） 12億1,534万円
（前年度比0.5％増）

平成27年度一般会計の決算状況

（前年度比3.0％減）
歳出総額164億2,540万円

自主財
源
47.9％

依
存
財
源
52
.1

％

［民生費］［民生費］

61億3343万円61億3343万円
（37.3％）（37.3％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

21億6012万円21億6012万円
（13.2％）（13.2％）

土木工事などに土木工事などに［衛生費］［衛生費］

16億1146万円16億1146万円
（9.8％）（9.8％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

19億2398万円19億2398万円
（11.7％）（11.7％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

11億4124万円11億4124万円
（7.0％）（7.0％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［教育費］［教育費］

15億727万円15億727万円
（9.2％）（9.2％）

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

19億4790万円19億4790万円
（11.8％）（11.8％）

その他その他

入ったお金
178億225万円 62億7953万円62億7953万円

4845万円4845万円
（0.3％）（0.3％）

（35.3％）（35.3％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

7億9132万円7億9132万円
（4.4％）（4.4％）

繰越金繰越金

40億7848万円40億7848万円
（22.9％）（22.9％）

国と県からの国と県からの
補助金補助金

14億8840万円14億8840万円
（8.4％）（8.4％）

借りたお金借りたお金

8億4995万円8億4995万円
（4.8％）（4.8％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

3億5326万円3億5326万円
（1.9％）（1.9％）

その他その他

1億9309万円1億9309万円
（1.1％）（1.1％）

使用料・手数料使用料・手数料
12億883万円12億883万円
（6.8％）（6.8％）

繰入金
その他
繰入金
その他

25億1094万円25億1094万円
（14.1％）（14.1％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

財産収入財産収入

歳 入

歳 出

使ったお金
164億2540万円

平成２７年度その他会計の決算状況
会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

（単位　円）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

8,622,485,953

479,154,852

3,264,254,822

30,334,890

1,422,942,653

210,676,402

1,166,293,796

8,157,546,868

475,566,819

3,050,884,720

28,171,090

1,314,050,023

202,402,156

1,045,368,476

464,939,085

3,588,033

213,370,102

2,163,800

72,554,630

8,274,246

120,925,320

積立金（貯金）と市債（借金）財 政 指 標

基金残高　　　　　34億2257万円

市債　　　　　　 131億5937万円

債務負担行為　　　64億  790万円

自主財源比率　　47.9％

経常収支比率　　87.8％

財政力指数　　　 0.719

公債費比率　　　 4.5％

　反
対
討
論

　
　
　武
藤
寿
男

　
評
価
す
べ
き
各
種
事
業
も
あ
り
ま
す

が
、
３
年
遡
及
適
用
す
る
補
助
金
要
綱

を
定
め
た
補
助
事
業
、
す
べ
て
の
援
助

が
可
能
と
す
る
、
土
地
区
画
整
理
事
業

助
成
要
綱
な
ど
を
、
予
算
成
立
後
に
定

め
実
施
し
、
上
位
法
を
順
守
し
て
い
る

と
言
え
な
い
予
算
執
行
が
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
都
市
公
園
等
の
指
定
管
理
業

務
も
指
定
管
理
者
と
代
表
団
体
の
経
理

が
、
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
議
会
審
議
に
圧
力
的
行
為
を
す

る
指
定
管
理
者
は
認
め
難
い
こ
と
か
ら
、

本
決
算
の
認
定
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田
謡
子

　
平
成
27
年
度
実
施
主
要
施
策
を
あ
げ

ま
す
と
、
幸
手
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
や
交
付
業
務
の

開
始
、
第
2
保
育
所
建
設
の
実
施
設
計
、

病
児
保
育
事
業
の
開
始
、
さ
く
ら
小
と

権
現
堂
川
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室

設
置
新
設
工
事
、
幸
手
駅
橋
上
化
お
よ

び
自
由
通
路
整
備
工
事
の
着
手
、
老
朽

化
し
た
古
川
橋
架
け
替
え
の
た
め
の
仮

橋
設
置
工
事
、
さ
っ
て
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
を
３
校
で
実
施
な
ど
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
高
く

評
価
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
平
泰
二

　
上
高
野
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
の

設
立
認
可
が
下
り
な
い
と
知
り
な
が
ら
、

手
島
幸
成
議
員
の
求
め
に
応
じ
2
3
7

0
万
円
の
予
算
を
付
け
無
駄
に
し
て
し

ま
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
農
地

を
宅
地
に
転
用
す
る
こ
と
が
殆
ど
不
可

能
な
地
域
で
あ
っ
た
事
。
そ
の
こ
と
を

市
は
十
分
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

組
合
組
織
は
私
設
組
織
で
あ
り
、
区
画

整
理
事
業
費
は
自
費
で
行
う
の
が
原
則

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
者
へ
の

測
量
・
設
計
費
の
支
払
い
2
3
7
0
万

円
を
市
が
肩
代
わ
り
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林
啓
子

　
財
政
指
標
の
財
政
力
指
数
は
前
年
度

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
経
常

収
支
比
率
、
公
債
費
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
前
年
度
よ
り
、
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
総
務
分
野
で
は
、
増
加
す
る
高
齢
者

を
中
心
に
、
日
常
生
活
を
支
え
る
交
通

手
段
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
明
党
が

８
年
来
提
案
し
て
き
た
事
業
で
あ
る
。

　
民
生
分
野
で
は
、
病
児
保
育
を
開
始

し
、
働
く
家
族
に
と
っ
て
は
大
事
な
事

業
で
あ
る
。

　
教
育
分
野
で
は
、
香
日
向
分
館
に
憩

い
の
場
所
や
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ
れ
た
。

　
以
上
の
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論



一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算一般会計・特別会計決算

（2）（3）

平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定平成27年度一般会計決算を認定

9月定例会
　
平
成
28
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
決
算
の
認
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど
９
件
、
条
例
案
な
ど
4
件
、
補
正
予
算
8
件
、
お
よ

び
人
事
案
件
2
件
の
23
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
3
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
請
願
2
件
も
審
査
さ
れ
、
そ
の
他
懲
罰
事
件
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

歳入総額 178億225万円

実質収支額 （決算余剰金） 12億1,534万円
（前年度比0.5％増）

平成27年度一般会計の決算状況

（前年度比3.0％減）
歳出総額164億2,540万円

自主財
源
47.9％

依
存
財
源
52
.1

％

［民生費］［民生費］

61億3343万円61億3343万円
（37.3％）（37.3％）

福祉などの福祉などの
充実のために充実のために

［土木費］［土木費］

21億6012万円21億6012万円
（13.2％）（13.2％）

土木工事などに土木工事などに［衛生費］［衛生費］

16億1146万円16億1146万円
（9.8％）（9.8％）

市の衛生の市の衛生の
ためにために

［総務費］［総務費］

19億2398万円19億2398万円
（11.7％）（11.7％）

組織管理の
ための経費
組織管理の
ための経費

［公債費］［公債費］

11億4124万円11億4124万円
（7.0％）（7.0％）

借りている借りている
お金の返済お金の返済

［教育費］［教育費］

15億727万円15億727万円
（9.2％）（9.2％）

学校や生涯学習学校や生涯学習
のためにのために

［議会費・農林水産業費・労働費［議会費・農林水産業費・労働費
商工費・消防費・諸支出金］商工費・消防費・諸支出金］

19億4790万円19億4790万円
（11.8％）（11.8％）

その他その他

入ったお金
178億225万円 62億7953万円62億7953万円

4845万円4845万円
（0.3％）（0.3％）

（35.3％）（35.3％）

みなさんみなさん
からの税金からの税金

7億9132万円7億9132万円
（4.4％）（4.4％）

繰越金繰越金

40億7848万円40億7848万円
（22.9％）（22.9％）

国と県からの国と県からの
補助金補助金

14億8840万円14億8840万円
（8.4％）（8.4％）

借りたお金借りたお金

8億4995万円8億4995万円
（4.8％）（4.8％）

地方消費税地方消費税
交付金交付金

3億5326万円3億5326万円
（1.9％）（1.9％）

その他その他

1億9309万円1億9309万円
（1.1％）（1.1％）

使用料・手数料使用料・手数料
12億883万円12億883万円
（6.8％）（6.8％）

繰入金
その他
繰入金
その他

25億1094万円25億1094万円
（14.1％）（14.1％）

国から
交付されたお金
国から
交付されたお金

財産収入財産収入

歳 入

歳 出

使ったお金
164億2540万円

平成２７年度その他会計の決算状況
会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

（単位　円）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計

水道事業会計（収益的収支）

8,622,485,953

479,154,852

3,264,254,822

30,334,890

1,422,942,653

210,676,402

1,166,293,796

8,157,546,868

475,566,819

3,050,884,720

28,171,090

1,314,050,023

202,402,156

1,045,368,476

464,939,085

3,588,033

213,370,102

2,163,800

72,554,630

8,274,246

120,925,320

積立金（貯金）と市債（借金）財 政 指 標

基金残高　　　　　34億2257万円

市債　　　　　　 131億5937万円

債務負担行為　　　64億  790万円

自主財源比率　　47.9％

経常収支比率　　87.8％

財政力指数　　　 0.719

公債費比率　　　 4.5％

　反
対
討
論

　
　
　武
藤
寿
男

　
評
価
す
べ
き
各
種
事
業
も
あ
り
ま
す

が
、
３
年
遡
及
適
用
す
る
補
助
金
要
綱

を
定
め
た
補
助
事
業
、
す
べ
て
の
援
助

が
可
能
と
す
る
、
土
地
区
画
整
理
事
業

助
成
要
綱
な
ど
を
、
予
算
成
立
後
に
定

め
実
施
し
、
上
位
法
を
順
守
し
て
い
る

と
言
え
な
い
予
算
執
行
が
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
都
市
公
園
等
の
指
定
管
理
業

務
も
指
定
管
理
者
と
代
表
団
体
の
経
理

が
、
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
議
会
審
議
に
圧
力
的
行
為
を
す

る
指
定
管
理
者
は
認
め
難
い
こ
と
か
ら
、

本
決
算
の
認
定
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

　賛
成
討
論

　
　
　本
田
謡
子

　
平
成
27
年
度
実
施
主
要
施
策
を
あ
げ

ま
す
と
、
幸
手
市
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
や
交
付
業
務
の

開
始
、
第
2
保
育
所
建
設
の
実
施
設
計
、

病
児
保
育
事
業
の
開
始
、
さ
く
ら
小
と

権
現
堂
川
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室

設
置
新
設
工
事
、
幸
手
駅
橋
上
化
お
よ

び
自
由
通
路
整
備
工
事
の
着
手
、
老
朽

化
し
た
古
川
橋
架
け
替
え
の
た
め
の
仮

橋
設
置
工
事
、
さ
っ
て
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
を
３
校
で
実
施
な
ど
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
高
く

評
価
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
平
泰
二

　
上
高
野
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合
の

設
立
認
可
が
下
り
な
い
と
知
り
な
が
ら
、

手
島
幸
成
議
員
の
求
め
に
応
じ
2
3
7

0
万
円
の
予
算
を
付
け
無
駄
に
し
て
し

ま
っ
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
農
地

を
宅
地
に
転
用
す
る
こ
と
が
殆
ど
不
可

能
な
地
域
で
あ
っ
た
事
。
そ
の
こ
と
を

市
は
十
分
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

組
合
組
織
は
私
設
組
織
で
あ
り
、
区
画

整
理
事
業
費
は
自
費
で
行
う
の
が
原
則

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
者
へ
の

測
量
・
設
計
費
の
支
払
い
2
3
7
0
万

円
を
市
が
肩
代
わ
り
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　賛
成
討
論

　
　
　小
林
啓
子

　
財
政
指
標
の
財
政
力
指
数
は
前
年
度

と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
経
常

収
支
比
率
、
公
債
費
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
前
年
度
よ
り
、
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　
総
務
分
野
で
は
、
増
加
す
る
高
齢
者

を
中
心
に
、
日
常
生
活
を
支
え
る
交
通

手
段
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
明
党
が

８
年
来
提
案
し
て
き
た
事
業
で
あ
る
。

　
民
生
分
野
で
は
、
病
児
保
育
を
開
始

し
、
働
く
家
族
に
と
っ
て
は
大
事
な
事

業
で
あ
る
。

　
教
育
分
野
で
は
、
香
日
向
分
館
に
憩

い
の
場
所
や
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
置
さ
れ
た
。

　
以
上
の
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論



（4）（5）

ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
、
長
期
金
利
が

だ
い
ぶ
下
が
り
逆
に
債
権
が
上
が
っ
た

こ
と
で
３
月
に
埼
玉
県
債
を
売
却
し
た
。

そ
の
売
却
益
が
４
万
８
千
円
で
、
１
・

２
１
６
％
の
利
率
を
入
れ
て
、
全
体
で

は
債
権
の
み
で
９
１
５
万
９
２
７
６
円

の
運
用
益
確
保
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
　
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
の
１

億
５
千
万
円
の
減
額
は
。

答
　
当
初
予
算
で
、
平
成
28
年
度
の
西

口
区
画
整
理
の
繰
出
金
等
に
充
当
す
る

べ
く
取
り
崩
し
を
予
定
し
た
が
、
平
成

27
年
度
の
決
算
余
剰
金
が
出
た
こ
と
で

取
り
崩
し
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
の

で
１
億
５
千
万
円
を
補
正
し
た
。

問
　
１
億
５
千
万
円
は
全
額
区
画
整
理

へ
予
定
し
て
い
た
の
か
。

答
　
内
訳
は
、
西
口
区
画
整
理
に
１
億

２
千
万
円
、
古
川
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
3
千
万
円
を
当
初
予
算
で
予
定
し
て

い
た
。

問
　
固
定
資
産
税
は
、
埼
玉
県
で
比
較

す
る
と
下
か
ら
２
番
目
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

路
線
価
が
低
い
土
地
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
後
の
見
込
み
に
関
し
て
は

い
か
が
か
。

　答
　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
工
業
団
地
が
開
業
さ
れ
る
の
で
税

務
課
と
し
て
推
計
を
し
て
み
る
と
、
固

定
資
産
税
で
約
３
億
円
か
ら
４
億
円
は

見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
。

　
固
定
資
産
税
は
比
較
的
安
定
し
た
財

源
で
あ
る
の
で
、
そ
の
３
億
円
、
４
億

円
増
え
た
財
源
で
推
移
し
て
い
く
と
見

込
ん
で
い
る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
預
金
利
子
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
が
１
１
８
万
７
６

０
２
円
で
あ
り
約
９
倍
跳
ね
上
が
っ
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
。

答
　
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
り
低
金
利

が
続
く
中
、
今
ま
で
は
基
金
に
つ
い
て

は
定
期
預
金
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
が
、

運
用
効
率
が
低
い
た
め
昨
年
、
１
億
円

で
埼
玉
県
債
の
20
年
県
債
を
８
月
に
購

入
し
運
用
し
た
。
利
率
が
普
通
の
預
金

利
子
と
違
い
１
・
２
１
６
％
で
普
通
預

金
の
10
倍
ほ
ど
の
利
率
が
あ
っ
た
の
で

債
券
運
用
を
し
た
。

　
今
年
の
２
月
に
な
り
、
日
銀
の
マ
イ

問
　
教
育
費
県
補
助
金
の
中
で
、
被
災

児
童
生
徒
就
学
等
支
援
事
業
費
補
助
金

13
万
2
千
円
と
あ
る
が
、
１
人
当
た
り

い
く
ら
か
。

答
　
対
象
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
避

難
し
て
き
た
中
学
生
１
人
分
で
あ
る
。

　
平
成
27
年
度
で
３
年
生
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
後
は
対
象
に
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
財
政
運
営
を
す
る
と
き
、
類
似
団

体
と
比
較
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
が

埼
玉
県
内
で
一
番
近
い
団
体
で
、
標
準

財
政
額
で
近
い
の
は
白
岡
市
で
あ
る
。

　
市
税
割
合
が
51
％
に
対
し
て
幸
手
市

は
40
．
７
％
で
あ
る
。
近
く
の
団
体
の

久
喜
市
は
44
％
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り

の
分
析
は
い
か
が
か
。

答
　
要
因
と
し
て
は
、
数
年
前
か
ら
認

識
し
て
い
る
。
市
税
等
を
踏
ま
え
た
年

齢
構
成
が
、
白
岡
市
は
比
較
的
若
い
。

　
久
喜
市
に
お
い
て
も
人
口
規
模
は
違

う
が
、
比
較
的
市
税
納
税
者
の
割
合
を

踏
ま
え
る
と
、
幸
手
市
よ
り
年
齢
層
が

若
い
の
か
と
考
え
て
い
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
寄
附

金
が
平
成
26
年
と
比
較
す
る
と
、
約
１

７
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
執

行
部
側
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
原
因
と

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
平
成
26
年
度
と
比
較
し
て
、
寄
附

の
件
数
が
約
１
８
０
０
件
減
っ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
は
、
幸
手
市
は
そ
れ
ま
で
、

県
内
で
も
寄
附
金
の
額
、
件
数
は
上
位

を
し
め
て
い
た
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
が
加

熱
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
幸
手

市
の
近
隣
市
町
も
か
な
り
力
を
入
れ
始

め
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
県
内
で
も

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
寄
附
者
が
散
ら

ば
っ
た
と
い
う
分
析
は
し
て
い
る
。

　
3
年
ご
と
に
見
直
し
を
さ
れ
る
公
職

選
挙
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
に
係
る
公
費

負
担
の
限
度
額
を
国
に
準
じ
て
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

１
　
請
願
趣
旨

　
国
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
55
％
の

補
助
率
の
見
込
み
が
26
％
で
決
定
し
た
。

　
事
業
の
枠
組
み
が
財
源
的
に
崩
れ
た

幸
手
駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
の
措
置
を
と

ら
れ
る
よ
う
、
請
願
い
た
い
ま
す
。

２
　
請
願
項
目

　
東
西
自
由
通
行
が
出
来
る
よ
う
に
し
、

こ
の
通
路
と
駅
舎
が
よ
り
よ
く
つ
な
が

る
こ
と
に
限
定
し
、
必
要
最
小
限
の
事

業
規
模
に
大
幅
削
減
す
る
よ
う
要
請
す

る
こ
と
。

　
が
請
願
さ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、

「
賛
成
少
数
」
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

１
　
請
願
趣
旨

　
国
の
補
助
金
が
事
業
費
の
55
％
か
ら

事
業
費
の
26
％
に
減
額
し
た
。

　
新
た
な
財
政
負
担
か
ら
住
民
に
直
接

橋
上
駅
舎
建
設
計
画
の
賛
否
を
問
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
住
民
投
票
は
「
住
民
投
票

に
付
す
る
市
政
に
係
る
重
要
な
事
項
は
、

現
在
又
は
将
来
の
住
民
の
福
祉
に
重
大

な
影
響
を
与
え
、
又
は
与
え
る
可
能
性

の
あ
る
事
項
で
あ
っ
て
、
住
民
の
間
、

議
会
若
し
く
は
市
長
の
間
に
意
見
の
相

違
が
認
め
ら
れ
る
状
況
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
、
住
民
に
直
接
そ
の
賛
否
を

問
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

２
　
請
願
項
目

　
住
民
に
直
接
そ
の
賛
否
を
問
う
こ
と

か
ら
、
駅
舎
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
条
例
の
設
置
を
行
う
こ
と
。

　
が
請
願
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
「
賛

成
少
数
」
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
中
村
孝
子

懲
罰
特
別
委
員
長
が
、
審
査
経
過
と
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
「
大
平
泰
二
議
員
は
、
平
成

28
年
9
月
5
日
本
会
議
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
不
穏
当
な
発
言
を
し
、
議
長

か
ら
秩
序
保
持
権
に
基
づ
く
発
言
の
取

消
し
命
令
を
受
け
た
が
、
こ
れ
を
拒
否

し
た
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
懲
罰
に
科

す
こ
と
に
賛
成
者
が
多
数
と
の
報
告
、

委
員
長
報
告
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

（
選
挙
第
２
号
）

利
根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

　
利
根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務
組

合
議
会
議
員
１
人
の
補
欠
選
挙
を

行
い
、
指
名
推
選
に
て
、
藤
沼
貢

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
議
会
議
員
及
び
幸
手
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
及

び
幸
手
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ

の
作
成
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（1）選挙運動用自動車の使用の公営
　　  ア　自動車の借入れ 1 日当たり 改正前： 15,300 円
  改正後： 15,800 円
　　  イ　燃料代 1 日当たり 改正前： 7,350 円
  改正後： 7,560 円
  （改正条例第 1 条関係）

（2）選挙運動用ポスターの作成の公営
　　  ア　印刷単価  改正前： 510 円 48 銭
  改正後： 525 円　6 銭
　　  イ　企画費  改正前： 301,875 円
  改正後： 310,500 円
  （改正条例第 1 条関係）

（3）選挙運動用ビラの作成の公営
　　  1 枚当たり  改正前： 7 円 30 銭
  改正後： 7 円 51 銭
  （改正条例第 2 条関係）

条例案の概要

人
事
案
件

副
市
長

副
市
長

成
田

　
　博

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

満
木

　信
吉

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（議
案
第
53
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問答

答答 問問

答 問答 問

問問答 答

 

大
平
泰
二
議
員
に
対
す
る
懲
罰

「
戒
告
」
の
件
を
可
決

（
請
願
第
1
号
）

財
政
支
出
を
大
幅
削
減
し
た
幸
手

駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
建
設
を
求

め
る
件
を
不
採
択

（
請
願
第
2
号
）

市
の
駅
舎
建
設
計
画
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
の
設
置
を
求
め

る
件
を
不
採
択

こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました



（4）（5）

ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
り
、
長
期
金
利
が

だ
い
ぶ
下
が
り
逆
に
債
権
が
上
が
っ
た

こ
と
で
３
月
に
埼
玉
県
債
を
売
却
し
た
。

そ
の
売
却
益
が
４
万
８
千
円
で
、
１
・

２
１
６
％
の
利
率
を
入
れ
て
、
全
体
で

は
債
権
の
み
で
９
１
５
万
９
２
７
６
円

の
運
用
益
確
保
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
　
公
共
施
設
整
備
基
金
繰
入
金
の
１

億
５
千
万
円
の
減
額
は
。

答
　
当
初
予
算
で
、
平
成
28
年
度
の
西

口
区
画
整
理
の
繰
出
金
等
に
充
当
す
る

べ
く
取
り
崩
し
を
予
定
し
た
が
、
平
成

27
年
度
の
決
算
余
剰
金
が
出
た
こ
と
で

取
り
崩
し
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
の

で
１
億
５
千
万
円
を
補
正
し
た
。

問
　
１
億
５
千
万
円
は
全
額
区
画
整
理

へ
予
定
し
て
い
た
の
か
。

答
　
内
訳
は
、
西
口
区
画
整
理
に
１
億

２
千
万
円
、
古
川
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
3
千
万
円
を
当
初
予
算
で
予
定
し
て

い
た
。

問
　
固
定
資
産
税
は
、
埼
玉
県
で
比
較

す
る
と
下
か
ら
２
番
目
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

路
線
価
が
低
い
土
地
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
後
の
見
込
み
に
関
し
て
は

い
か
が
か
。

　答
　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
工
業
団
地
が
開
業
さ
れ
る
の
で
税

務
課
と
し
て
推
計
を
し
て
み
る
と
、
固

定
資
産
税
で
約
３
億
円
か
ら
４
億
円
は

見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
。

　
固
定
資
産
税
は
比
較
的
安
定
し
た
財

源
で
あ
る
の
で
、
そ
の
３
億
円
、
４
億

円
増
え
た
財
源
で
推
移
し
て
い
く
と
見

込
ん
で
い
る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
預
金
利
子
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
が
１
１
８
万
７
６

０
２
円
で
あ
り
約
９
倍
跳
ね
上
が
っ
て

い
る
。
そ
の
要
因
は
。

答
　
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
り
低
金
利

が
続
く
中
、
今
ま
で
は
基
金
に
つ
い
て

は
定
期
預
金
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
が
、

運
用
効
率
が
低
い
た
め
昨
年
、
１
億
円

で
埼
玉
県
債
の
20
年
県
債
を
８
月
に
購

入
し
運
用
し
た
。
利
率
が
普
通
の
預
金

利
子
と
違
い
１
・
２
１
６
％
で
普
通
預

金
の
10
倍
ほ
ど
の
利
率
が
あ
っ
た
の
で

債
券
運
用
を
し
た
。

　
今
年
の
２
月
に
な
り
、
日
銀
の
マ
イ

問
　
教
育
費
県
補
助
金
の
中
で
、
被
災

児
童
生
徒
就
学
等
支
援
事
業
費
補
助
金

13
万
2
千
円
と
あ
る
が
、
１
人
当
た
り

い
く
ら
か
。

答
　
対
象
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
避

難
し
て
き
た
中
学
生
１
人
分
で
あ
る
。

　
平
成
27
年
度
で
３
年
生
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
後
は
対
象
に
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
財
政
運
営
を
す
る
と
き
、
類
似
団

体
と
比
較
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
が

埼
玉
県
内
で
一
番
近
い
団
体
で
、
標
準

財
政
額
で
近
い
の
は
白
岡
市
で
あ
る
。

　
市
税
割
合
が
51
％
に
対
し
て
幸
手
市

は
40
．
７
％
で
あ
る
。
近
く
の
団
体
の

久
喜
市
は
44
％
で
あ
る
。
そ
の
あ
た
り

の
分
析
は
い
か
が
か
。

答
　
要
因
と
し
て
は
、
数
年
前
か
ら
認

識
し
て
い
る
。
市
税
等
を
踏
ま
え
た
年

齢
構
成
が
、
白
岡
市
は
比
較
的
若
い
。

　
久
喜
市
に
お
い
て
も
人
口
規
模
は
違

う
が
、
比
較
的
市
税
納
税
者
の
割
合
を

踏
ま
え
る
と
、
幸
手
市
よ
り
年
齢
層
が

若
い
の
か
と
考
え
て
い
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
寄
附

金
が
平
成
26
年
と
比
較
す
る
と
、
約
１

７
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
執

行
部
側
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
原
因
と

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　
平
成
26
年
度
と
比
較
し
て
、
寄
附

の
件
数
が
約
１
８
０
０
件
減
っ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
は
、
幸
手
市
は
そ
れ
ま
で
、

県
内
で
も
寄
附
金
の
額
、
件
数
は
上
位

を
し
め
て
い
た
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
が
加

熱
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
幸
手

市
の
近
隣
市
町
も
か
な
り
力
を
入
れ
始

め
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
県
内
で
も

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
寄
附
者
が
散
ら

ば
っ
た
と
い
う
分
析
は
し
て
い
る
。

　
3
年
ご
と
に
見
直
し
を
さ
れ
る
公
職

選
挙
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
に
係
る
公
費

負
担
の
限
度
額
を
国
に
準
じ
て
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

１
　
請
願
趣
旨

　
国
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
55
％
の

補
助
率
の
見
込
み
が
26
％
で
決
定
し
た
。

　
事
業
の
枠
組
み
が
財
源
的
に
崩
れ
た

幸
手
駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
の
措
置
を
と

ら
れ
る
よ
う
、
請
願
い
た
い
ま
す
。

２
　
請
願
項
目

　
東
西
自
由
通
行
が
出
来
る
よ
う
に
し
、

こ
の
通
路
と
駅
舎
が
よ
り
よ
く
つ
な
が

る
こ
と
に
限
定
し
、
必
要
最
小
限
の
事

業
規
模
に
大
幅
削
減
す
る
よ
う
要
請
す

る
こ
と
。

　
が
請
願
さ
れ
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、

「
賛
成
少
数
」
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

１
　
請
願
趣
旨

　
国
の
補
助
金
が
事
業
費
の
55
％
か
ら

事
業
費
の
26
％
に
減
額
し
た
。

　
新
た
な
財
政
負
担
か
ら
住
民
に
直
接

橋
上
駅
舎
建
設
計
画
の
賛
否
を
問
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
住
民
投
票
は
「
住
民
投
票

に
付
す
る
市
政
に
係
る
重
要
な
事
項
は
、

現
在
又
は
将
来
の
住
民
の
福
祉
に
重
大

な
影
響
を
与
え
、
又
は
与
え
る
可
能
性

の
あ
る
事
項
で
あ
っ
て
、
住
民
の
間
、

議
会
若
し
く
は
市
長
の
間
に
意
見
の
相

違
が
認
め
ら
れ
る
状
況
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
、
住
民
に
直
接
そ
の
賛
否
を

問
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

２
　
請
願
項
目

　
住
民
に
直
接
そ
の
賛
否
を
問
う
こ
と

か
ら
、
駅
舎
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
条
例
の
設
置
を
行
う
こ
と
。

　
が
請
願
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
「
賛

成
少
数
」
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
中
村
孝
子

懲
罰
特
別
委
員
長
が
、
審
査
経
過
と
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
「
大
平
泰
二
議
員
は
、
平
成

28
年
9
月
5
日
本
会
議
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
不
穏
当
な
発
言
を
し
、
議
長

か
ら
秩
序
保
持
権
に
基
づ
く
発
言
の
取

消
し
命
令
を
受
け
た
が
、
こ
れ
を
拒
否

し
た
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
懲
罰
に
科

す
こ
と
に
賛
成
者
が
多
数
と
の
報
告
、

委
員
長
報
告
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

（
選
挙
第
２
号
）

利
根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

　
利
根
川
栗
橋
流
域
水
防
事
務
組

合
議
会
議
員
１
人
の
補
欠
選
挙
を

行
い
、
指
名
推
選
に
て
、
藤
沼
貢

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
61
号
）

幸
手
市
議
会
議
員
及
び
幸
手
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
及

び
幸
手
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ

の
作
成
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

（1）選挙運動用自動車の使用の公営
　　  ア　自動車の借入れ 1 日当たり 改正前： 15,300 円
  改正後： 15,800 円
　　  イ　燃料代 1 日当たり 改正前： 7,350 円
  改正後： 7,560 円
  （改正条例第 1 条関係）

（2）選挙運動用ポスターの作成の公営
　　  ア　印刷単価  改正前： 510 円 48 銭
  改正後： 525 円　6 銭
　　  イ　企画費  改正前： 301,875 円
  改正後： 310,500 円
  （改正条例第 1 条関係）

（3）選挙運動用ビラの作成の公営
　　  1 枚当たり  改正前： 7 円 30 銭
  改正後： 7 円 51 銭
  （改正条例第 2 条関係）

条例案の概要

人
事
案
件

副
市
長

副
市
長

成
田

　
　博

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

満
木

　信
吉

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（議
案
第
53
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）

総
務
常
任
委
員
会

問答

答答 問問

答 問答 問

問問答 答

 

大
平
泰
二
議
員
に
対
す
る
懲
罰

「
戒
告
」
の
件
を
可
決

（
請
願
第
1
号
）

財
政
支
出
を
大
幅
削
減
し
た
幸
手

駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
建
設
を
求

め
る
件
を
不
採
択

（
請
願
第
2
号
）

市
の
駅
舎
建
設
計
画
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
の
設
置
を
求
め

る
件
を
不
採
択

こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました
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給
付
金
を
増
額
補
正
し
た
理
由
は
。

答
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
父
母
が

就
職
に
有
利
な
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
資

格
の
取
得
を
促
進
し
、
生
活
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
修
業

期
間
に
対
し
て
、
給
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
、
当
初
４
人
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
新
た
に
申
請
者
が
１
人
増
え
た
こ

と
に
よ
り
増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
香
日
向
地
区
汚
水
管
内
調
査
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側
、

香
日
向
４
丁
目
地
内
の
汚
水
管
マ
ン
ホ

ー
ル
周
辺
が
沈
下
し
、
目
視
し
た
と
こ

ろ
、
汚
水
管
が
破
裂
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
長
41
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
で
、
管
内
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
、

調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
幸
手
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工

事
を
減
額
補
正
し
た
理
由
は
。

答
　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
実
施
予

定
で
あ
っ
た
が
、
急
き
ょ
国
の
補
助
金

が
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
計
上
し
、
平

成
28
年
度
予
算
に
計
上
し
た
も
の
を
全

額
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
地
域
見
守
り

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
ど
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答
　
地
域
の
方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
く

の
が
一
番
と
考
え
、
地
域
の
民
生
委
員

や
自
治
会
長
、
区
長
の
ほ
か
、
店
舗
の

方
、
新
聞
配
達
の
方
な
ど
か
ら
の
情
報

を
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

介
護
福
祉
課
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に

報
告
し
て
も
ら
い
、
見
守
り
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

問
　
街
路
灯
設
置
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
地
域
の
街
路
灯

設
置
に
か
か
る
費
用
の
６
割
を
補
助
す

る
も
の
で
、
当
初
予
算
の
１
千
万
円
が
、

６
月
末
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況

か
ら
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

問
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
自
立
支
援

問
　
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
38
・
５
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
政

策
評
価
は
。

答
　
受
診
率
の
目
標
を
60
％
と
し
て
い

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
評
価

で
あ
る
。

問
　
受
診
率
を
上
げ
る
施
策
は
。

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
、
各
医
院
で
受

け
ら
れ
る
個
別
健
診
の
対
象
年
齢
を
、

65
歳
以
上
だ
っ
た
も
の
を
、
40
歳
以
上

と
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
。
ま
た
、Ｐ
Ｒ

に
務
め
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用
し
た
い

日
の
朝
に
電
話
し
て
も
予
約
が
い
っ
ぱ

い
で
利
用
で
き
な
い
こ
と
、
帰
り
の
時

間
が
わ
か
ら
な
い
の
で
予
約
が
難
し
い

な
ど
の
話
を
聞
く
が
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
受
付
状
況
は
。

答
　
時
間
帯
や
曜
日
で
偏
り
が
あ
る
が
、

少
し
ず
つ
平
準
化
さ
れ
、
若
干
、
予
約

を
取
り
や
す
く
な
る
と
感
じ
る
。
平
成

28
年
度
運
行
の
デ
ー
タ
や
利
用
者
の
声

な
ど
か
ら
、
見
直
し
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
社
会
福
祉
総
務
費
の
災
害
見
舞
金

の
支
払
状
況
は
。

答
　
関
東
・
東
北
豪
雨
の
台
風
18
号
の

影
響
に
よ
り
、
床
上
浸
水
し
た
家
屋
へ

の
見
舞
金
が
90
件
で
１
８
０
万
円
。
そ

の
他
火
災
に
よ
る
見
舞
金
が
４
件
で
44

万
円
で
あ
る
。

答
　
40
年
超
の
管
路
が
22
キ
ロ
ほ
ど
あ

る
。
管
路
の
改
修
計
画
は
1
年
1
億
６

７
０
０
万
円
を
基
準
に
、
60
年
を
目
安

に
更
新
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
改
修

は
石
綿
管
を
メ
イ
ン
に
進
め
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
末
の
石
綿
管
の
残
延
長

は
、
導
入
管
が
1.5
キ
ロ
、
排
水
管
が
9.8

キ
ロ
で
あ
る
。

問
　
農
地
費
の
土
地
改
良
区
特
認
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
中
島
用
水
路
土
地
改
良
区
の
取
水

障
害
に
対
す
る
事
業
を
特
認
事
業
と
し

補
助
す
る
も
の
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
は
国
の
補
助
金

が
28
・
7
％
つ
い
た
が
市
は
交
付
率
が

26
％
と
低
い
方
の
駅
舎
事
業
を
進
め
、

同
工
事
を
減
額
延
期
。
得
策
と
思
え
な

い
が
。

答
　
一
般
財
源
を
投
入
す
れ
ば
今
回
の

配
分
率
で
事
業
は
可
能
だ
が
、
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
段
階
で
は
決
算

が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
ま
で
の
判

断
は
で
き
な
か
っ
た
。

答
　
地
元
権
利
者
組
織
か
ら
技
術
的
援

助
の
申
請
が
あ
り
、
測
量
デ
ー
タ
を
市

が
整
え
貸
与
す
る
支
援
が
ベ
ス
ト
と
考

え
た
。
地
元
準
備
会
は
平
成
28
年
度
末

を
目
標
に
住
居
系
の
区
画
整
理
で
動
い

て
い
た
が
、
埼
玉
県
の
線
引
き
見
直
し

が
あ
り
、
実
現
は
厳
し
く
再
検
討
す
る

と
の
こ
と
。

問
　
家
屋
等
移
転
補
償
は
当
初
の
予
定

ど
お
り
の
進
捗
か
。

答
　
当
初
5
名
7
棟
で
あ
っ
た
が
、
国

の
補
助
金
減
額
等
の
影
響
で
3
名
3
棟

を
対
象
に
交
渉
。
全
員
が
移
転
に
合
意
。

問
　
幸
手
市
は
昭
和
40
年
代
後
半
に
か

け
て
多
く
の
水
道
管
を
布
設
し
た
。
現

在
は
全
体
の
6
分
の
1
が
耐
用
年
数
を

超
過
し
て
い
る
が
、
老
朽
管
の
改
修
率
、

今
後
の
改
修
計
画
は
。

は
計
上
し
て
い
る
が
、
招
聘
が
か
な
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
部
分
を
対
象

か
ら
外
し
て
い
る
の
が
こ
こ
数
年
の
経

緯
で
あ
る
。

問
　
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
委
託

の
税
務
会
計
処
理
は
協
定
書
ど
お
り
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
代
表
団
体
と
機
構
団
体
が
企
業
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
税
務
会
計
処
理
は
代

表
団
体
が
担
っ
て
い
る
。
基
本
協
定
書

で
は
、
収
入
と
収
支
の
流
れ
が
分
か
る

よ
う
に
別
途
、
企
業
体
単
独
の
口
座
の

設
置
を
定
め
て
お
り
、
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
協
定
書
は

グ
ル
ー
プ
内
の
経
費
区
分
、
税
務
会
計

上
の
処
理
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
表
現
と

な
っ
て
い
な
い
。

問
　
前
年
度
比
評
価
点
が
低
い
が
。

答
　
昨
年
10
月
に
業
務
改
善
勧
告
を
行

っ
た
こ
と
を
考
慮
。
評
価
点
を
下
げ
た
。

問
　
上
高
野
地
区
区
画
整
理
事
業
へ
の

技
術
的
援
助
と
し
て
市
は
調
査
設
計
業

務
委
託
料
を
支
出
し
て
い
る
が
、
も
う

少
し
慎
重
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　
農
業
振
興
費
特
別
栽
培
米
の
販
売

促
進
委
託
料
60
万
円
と
あ
る
が
、
幸
手

産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
策
は
。

答
　
特
別
栽
培
米
を

リ
ー
ド
役
と
し
て
、
付

加
価
値
化
、
高
品
質
化
、

認
知
度
向
上
で
販
売
を

拡
大
し
て
行
く
。

問
　
戦
略
的
作
物
推
進
事
業
補
助
金

1
3
3
万
8
2
1
円
の
補
助
件
数
は
。

答
　
経
営
所
得
安
定
や
農
業
体
質
強
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
戦
略
的
作
物
を
生

産
す
る
農
家
へ
の
助
成
で
、
該
当
者
は

加
工
用
米
12
人
、
飼
料
用
米
38
人
、
米

粉
用
米
9
人
、
特
別
栽
培
米
5
人
、
大

豆
38
人
、
飼
料
作
物
3
人
で
あ
る
。

問
　
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ン
ド
事
業
の
補
助
金

額
が
以
前
よ
り
減
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

答
　
候
補
者
の
投
票
に
か
か
る
経
費
と
、

手
形
を
い
た
だ
く
交
渉
に
か
か
る
費
用

平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（
議
案
第
53
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　 （
第
2
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問 答答
平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
53
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定（
議
案
第
54
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
　
　（
議
案
第
56
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
幸
手
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（
議
案
第
59
号
）

答 問答 問

答答 問

問 問

問問

答答 答

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問問問 答答答

答 問答 問問

答

問

答 問問

答答問答

平
成
27
年
度
幸
手
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（議
案
第
60
号
）

こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）
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給
付
金
を
増
額
補
正
し
た
理
由
は
。

答
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
父
母
が

就
職
に
有
利
な
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
資

格
の
取
得
を
促
進
し
、
生
活
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
修
業

期
間
に
対
し
て
、
給
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
、
当
初
４
人
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
新
た
に
申
請
者
が
１
人
増
え
た
こ

と
に
よ
り
増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
香
日
向
地
区
汚
水
管
内
調
査
業
務

委
託
料
の
内
容
は
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
北
側
、

香
日
向
４
丁
目
地
内
の
汚
水
管
マ
ン
ホ

ー
ル
周
辺
が
沈
下
し
、
目
視
し
た
と
こ

ろ
、
汚
水
管
が
破
裂
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
長
41
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
で
、
管
内
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
、

調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
幸
手
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工

事
を
減
額
補
正
し
た
理
由
は
。

答
　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
実
施
予

定
で
あ
っ
た
が
、
急
き
ょ
国
の
補
助
金

が
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
計
上
し
、
平

成
28
年
度
予
算
に
計
上
し
た
も
の
を
全

額
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
地
域
見
守
り

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
ど
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答
　
地
域
の
方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
く

の
が
一
番
と
考
え
、
地
域
の
民
生
委
員

や
自
治
会
長
、
区
長
の
ほ
か
、
店
舗
の

方
、
新
聞
配
達
の
方
な
ど
か
ら
の
情
報

を
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

介
護
福
祉
課
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に

報
告
し
て
も
ら
い
、
見
守
り
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

問
　
街
路
灯
設
置
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
こ
の
補
助
金
は
、
地
域
の
街
路
灯

設
置
に
か
か
る
費
用
の
６
割
を
補
助
す

る
も
の
で
、
当
初
予
算
の
１
千
万
円
が
、

６
月
末
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況

か
ら
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

問
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
自
立
支
援

問
　
平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
38
・
５
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
政

策
評
価
は
。

答
　
受
診
率
の
目
標
を
60
％
と
し
て
い

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
評
価

で
あ
る
。

問
　
受
診
率
を
上
げ
る
施
策
は
。

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
、
各
医
院
で
受

け
ら
れ
る
個
別
健
診
の
対
象
年
齢
を
、

65
歳
以
上
だ
っ
た
も
の
を
、
40
歳
以
上

と
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
。
ま
た
、Ｐ
Ｒ

に
務
め
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用
し
た
い

日
の
朝
に
電
話
し
て
も
予
約
が
い
っ
ぱ

い
で
利
用
で
き
な
い
こ
と
、
帰
り
の
時

間
が
わ
か
ら
な
い
の
で
予
約
が
難
し
い

な
ど
の
話
を
聞
く
が
、
デ
マ
ン
ド
交
通

の
受
付
状
況
は
。

答
　
時
間
帯
や
曜
日
で
偏
り
が
あ
る
が
、

少
し
ず
つ
平
準
化
さ
れ
、
若
干
、
予
約

を
取
り
や
す
く
な
る
と
感
じ
る
。
平
成

28
年
度
運
行
の
デ
ー
タ
や
利
用
者
の
声

な
ど
か
ら
、
見
直
し
は
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
社
会
福
祉
総
務
費
の
災
害
見
舞
金

の
支
払
状
況
は
。

答
　
関
東
・
東
北
豪
雨
の
台
風
18
号
の

影
響
に
よ
り
、
床
上
浸
水
し
た
家
屋
へ

の
見
舞
金
が
90
件
で
１
８
０
万
円
。
そ

の
他
火
災
に
よ
る
見
舞
金
が
４
件
で
44

万
円
で
あ
る
。

答
　
40
年
超
の
管
路
が
22
キ
ロ
ほ
ど
あ

る
。
管
路
の
改
修
計
画
は
1
年
1
億
６

７
０
０
万
円
を
基
準
に
、
60
年
を
目
安

に
更
新
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
改
修

は
石
綿
管
を
メ
イ
ン
に
進
め
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
末
の
石
綿
管
の
残
延
長

は
、
導
入
管
が
1.5
キ
ロ
、
排
水
管
が
9.8

キ
ロ
で
あ
る
。

問
　
農
地
費
の
土
地
改
良
区
特
認
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

答
　
中
島
用
水
路
土
地
改
良
区
の
取
水

障
害
に
対
す
る
事
業
を
特
認
事
業
と
し

補
助
す
る
も
の
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
は
国
の
補
助
金

が
28
・
7
％
つ
い
た
が
市
は
交
付
率
が

26
％
と
低
い
方
の
駅
舎
事
業
を
進
め
、

同
工
事
を
減
額
延
期
。
得
策
と
思
え
な

い
が
。

答
　
一
般
財
源
を
投
入
す
れ
ば
今
回
の

配
分
率
で
事
業
は
可
能
だ
が
、
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
段
階
で
は
決
算

が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
ま
で
の
判

断
は
で
き
な
か
っ
た
。

答
　
地
元
権
利
者
組
織
か
ら
技
術
的
援

助
の
申
請
が
あ
り
、
測
量
デ
ー
タ
を
市

が
整
え
貸
与
す
る
支
援
が
ベ
ス
ト
と
考

え
た
。
地
元
準
備
会
は
平
成
28
年
度
末

を
目
標
に
住
居
系
の
区
画
整
理
で
動
い

て
い
た
が
、
埼
玉
県
の
線
引
き
見
直
し

が
あ
り
、
実
現
は
厳
し
く
再
検
討
す
る

と
の
こ
と
。

問
　
家
屋
等
移
転
補
償
は
当
初
の
予
定

ど
お
り
の
進
捗
か
。

答
　
当
初
5
名
7
棟
で
あ
っ
た
が
、
国

の
補
助
金
減
額
等
の
影
響
で
3
名
3
棟

を
対
象
に
交
渉
。
全
員
が
移
転
に
合
意
。

問
　
幸
手
市
は
昭
和
40
年
代
後
半
に
か

け
て
多
く
の
水
道
管
を
布
設
し
た
。
現

在
は
全
体
の
6
分
の
1
が
耐
用
年
数
を

超
過
し
て
い
る
が
、
老
朽
管
の
改
修
率
、

今
後
の
改
修
計
画
は
。

は
計
上
し
て
い
る
が
、
招
聘
が
か
な
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
部
分
を
対
象

か
ら
外
し
て
い
る
の
が
こ
こ
数
年
の
経

緯
で
あ
る
。

問
　
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
委
託

の
税
務
会
計
処
理
は
協
定
書
ど
お
り
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
代
表
団
体
と
機
構
団
体
が
企
業
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
税
務
会
計
処
理
は
代

表
団
体
が
担
っ
て
い
る
。
基
本
協
定
書

で
は
、
収
入
と
収
支
の
流
れ
が
分
か
る

よ
う
に
別
途
、
企
業
体
単
独
の
口
座
の

設
置
を
定
め
て
お
り
、
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
協
定
書
は

グ
ル
ー
プ
内
の
経
費
区
分
、
税
務
会
計

上
の
処
理
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
表
現
と

な
っ
て
い
な
い
。

問
　
前
年
度
比
評
価
点
が
低
い
が
。

答
　
昨
年
10
月
に
業
務
改
善
勧
告
を
行

っ
た
こ
と
を
考
慮
。
評
価
点
を
下
げ
た
。

問
　
上
高
野
地
区
区
画
整
理
事
業
へ
の

技
術
的
援
助
と
し
て
市
は
調
査
設
計
業

務
委
託
料
を
支
出
し
て
い
る
が
、
も
う

少
し
慎
重
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　
農
業
振
興
費
特
別
栽
培
米
の
販
売

促
進
委
託
料
60
万
円
と
あ
る
が
、
幸
手

産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
策
は
。

答
　
特
別
栽
培
米
を

リ
ー
ド
役
と
し
て
、
付

加
価
値
化
、
高
品
質
化
、

認
知
度
向
上
で
販
売
を

拡
大
し
て
行
く
。

問
　
戦
略
的
作
物
推
進
事
業
補
助
金

1
3
3
万
8
2
1
円
の
補
助
件
数
は
。

答
　
経
営
所
得
安
定
や
農
業
体
質
強
化

に
つ
な
が
る
よ
う
な
戦
略
的
作
物
を
生

産
す
る
農
家
へ
の
助
成
で
、
該
当
者
は

加
工
用
米
12
人
、
飼
料
用
米
38
人
、
米

粉
用
米
9
人
、
特
別
栽
培
米
5
人
、
大

豆
38
人
、
飼
料
作
物
3
人
で
あ
る
。

問
　
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ン
ド
事
業
の
補
助
金

額
が
以
前
よ
り
減
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

答
　
候
補
者
の
投
票
に
か
か
る
経
費
と
、

手
形
を
い
た
だ
く
交
渉
に
か
か
る
費
用

平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（
議
案
第
53
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　 （
第
2
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問問 答答
平
成
27
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
議
案
第
53
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定（
議
案
第
54
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
　
　（
議
案
第
56
号
）

平
成
27
年
度
幸
手
市
幸
手
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（
議
案
第
59
号
）

答 問答 問

答答 問

問 問

問問

答答 答

建
設
経
済
常
任
委
員
会

問問問 答答答

答 問答 問問

答

問

答 問問

答答問答

平
成
27
年
度
幸
手
市
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　（議
案
第
60
号
）

こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
２
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
65
号
）



市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（8）（9）

る
こ
と
で
よ
り
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
や
近
隣
市
町

の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
広
域
の

動
き
が
あ
れ
ば
、
実
施
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。（

健
康
福
祉
部
長
）

ト
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
幸
手

市
と
し
て
も
今
後
、
導
入
し
て
は
如

何
か
伺
う
。

市
が
設
置
す
る
各
公
共
施
設

等
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
身
体
障
が
い
者
に
限
ら

ず
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦

等
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
行

動
上
の
制
限
を
受
け
る
方
も
含
め
利

用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

市
内
だ
け
で
な
く
、
広
域
で
実
施
す

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
と

は
、
身
体
障
が
い
者
用
駐
車

場
を
利
用
す
る
際
利
用
許
可
証
を
発

行
す
る
制
度
で
あ
る
。
導
入
背
景
に

は
、
健
常
者
に
よ
る
不
正
な
駐
車
が

目
立
つ
た
め
で
あ
る
。

　幸
手
市
に
お
い
て
、
現
在
の
利
用

対
象
者
に
つ
い
て
伺
う
。

　ま
た
、
川
口
市
、
久
喜
市
等
に
お

い
て
は
既
に
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
」制
度
の
導
入
は

Q

A

え
、
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　今
後
、
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討
し
て

い
く
場
合
に
は
、
個
々
の
施
設
の
課

題
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
施
設
予

約
の
基
準
の
統
一
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
施
設
を
所
管
す
る
部
署

同
士
の
検
討
や
調
整
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。（総

務
部
長
）

現
在
、
予
約
シ
ス
テ
ム
に
入

っ
て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
特
性

や
事
情
か
ら
、
施
設
や
担
当
課
の
窓

口
で
予
約
状
況
を
確
認
し
、
利
用
申

請
書
等
の
所
定
の
書
類
を
提
出
の
う

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予

約
で
き
る
公
共
施
設
は
、
全

て
の
施
設
で
は
な
い
。
身
近
な
公
民

館
な
ど
は
、
直
接
担
当
窓
口
へ
問
い

合
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　利
用
し
や
す
さ
を
考
え
れ
ば
、
全

て
の
公
共
施
設
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
シ
ス
テ
ム
に
表
示
さ
れ
、
予
約

で
き
な
い
も
の
か
。
今
ま
で
の
経
緯

と
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　今定例会では、12人の議員が９月
２日、5日、6日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものを質問者
順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

　

中 村 孝 子 議 員
◯　各種市事業の決定・見直しについて
◯　東武特急スペーシアの幸手駅停車について
◯　幸手駅西口地区土地区画整理事業について

松 田 雅 代 議 員
◯　財政支出を削減した幸手駅舎・自由通路建設を
求める民意（要望・陳情）への対応について

宮 杉 勝 男 議 員
◯　駅舎建設について
◯　市の財政予測について
◯　古川橋について
◯　水害対策について
◯　エアコン設置について
◯　市庁舎について
◯　済生会栗橋病院移転について

木 村 治 夫 議 員
◯　若者の定住促進について
◯　日光街道幸手宿への新たなひとの流れをつくる
ことについて

◯　男女の出会いの場の創出について

武 藤 壽 男 議 員
◯　幸手市の戦後の未処理課題について伺う
◯　市長および職員の市民や議員等への対応につい
て伺う

小 林 啓 子 議 員
◯　男女共同参画の推進について
◯　「パーキング　パーミット制度」の導入について

本 田 謡 子 議 員
◯　子どもを守る環境づくりについて
◯　幸手市の公共施設予約システムについて

青 木 　 章 議 員
◯　日本保健医療大学について
◯　幸手市小、中学生の学力について
◯　幸手市内商工業者支援について

小 林 順 一 議 員
◯　食品ロスの削減について
◯　「コンビニ健診」の推進について

小河原 浩 和 議 員
◯　幸手産農産物の今後のブランド戦略について

大 平 泰 二 議 員
◯　水害対策の進捗状況
◯　都市公園指定管理
◯　エアコンの設置
◯　平成３３年度までの財政と重点プロジェクトにつ
いて

藤 沼 　 貢 議 員
◯　可燃ゴミ処理施設について
◯　台風９号の被害状況について

小林啓子議員本田謡子議員
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る
こ
と
で
よ
り
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
や
近
隣
市
町

の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
広
域
の

動
き
が
あ
れ
ば
、
実
施
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。（

健
康
福
祉
部
長
）

ト
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
幸
手

市
と
し
て
も
今
後
、
導
入
し
て
は
如

何
か
伺
う
。

市
が
設
置
す
る
各
公
共
施
設

等
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
身
体
障
が
い
者
に
限
ら

ず
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦

等
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
行

動
上
の
制
限
を
受
け
る
方
も
含
め
利

用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

市
内
だ
け
で
な
く
、
広
域
で
実
施
す

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
と

は
、
身
体
障
が
い
者
用
駐
車

場
を
利
用
す
る
際
利
用
許
可
証
を
発

行
す
る
制
度
で
あ
る
。
導
入
背
景
に

は
、
健
常
者
に
よ
る
不
正
な
駐
車
が

目
立
つ
た
め
で
あ
る
。

　幸
手
市
に
お
い
て
、
現
在
の
利
用

対
象
者
に
つ
い
て
伺
う
。

　ま
た
、
川
口
市
、
久
喜
市
等
に
お

い
て
は
既
に
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ

「
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
」制
度
の
導
入
は

Q

A

え
、
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　今
後
、
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討
し
て

い
く
場
合
に
は
、
個
々
の
施
設
の
課

題
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
施
設
予

約
の
基
準
の
統
一
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
施
設
を
所
管
す
る
部
署

同
士
の
検
討
や
調
整
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。（総

務
部
長
）

現
在
、
予
約
シ
ス
テ
ム
に
入

っ
て
い
な
い
施
設
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
持
つ
特
性

や
事
情
か
ら
、
施
設
や
担
当
課
の
窓

口
で
予
約
状
況
を
確
認
し
、
利
用
申

請
書
等
の
所
定
の
書
類
を
提
出
の
う

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予

約
で
き
る
公
共
施
設
は
、
全

て
の
施
設
で
は
な
い
。
身
近
な
公
民

館
な
ど
は
、
直
接
担
当
窓
口
へ
問
い

合
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　利
用
し
や
す
さ
を
考
え
れ
ば
、
全

て
の
公
共
施
設
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
シ
ス
テ
ム
に
表
示
さ
れ
、
予
約

で
き
な
い
も
の
か
。
今
ま
で
の
経
緯

と
こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

利
用
し
や
す
い
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問
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向
上
の
取
組
、
基
本
的
な
学
力
の
定

着
を
図
る
環
境
の
整
備
と
い
う
３
つ

の
柱
で
、
確
か
な
学
力
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
手
法
を
取

り
入
れ
、
研
修

や
研
究
授
業
を

通
し
て
教
師
の

指
導
力
を
向
上

さ
せ
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上

を
目
指
す
。

（
教
育
長
）

ま
た
、
埼
玉
県
で
推
進
す
る
「
協
調

学
習
」
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
）
を
導
入
し
市
内
小
中
学
生
の
学

力
ア
ッ
プ
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
委
員
会
の
対
応
を
伺
う
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
で
は
、
幸
手
市
の
平

均
正
答
率
は
県
や
全
国
と
比
べ
、
全

教
科
で
下
回
る
と
い
う
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
幸
手
市
で

は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
分
析
と
活
用
、
教
師
の
指
導
力

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、

親
は
も
と
よ
り
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
「
生
き
る
力
」
を
身
に

付
け
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
の

幸
手
市
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、

日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
と
し

て
育
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、

幸
手
市
小
中
学
生
の
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
全
国
、

県
内
と
比
べ
た
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

幸
手
市
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
む
け
て

Q

A

化
予
防
」
を
掲
げ
、
専
門
医
の
講
話

や
運
動
習
慣
定
着
・
食
生
活
改
善
の

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活

動
や
集
団
健
診
の
土
日
・
が
ん
検
診

同
時
実
施
、
個
別
健
診
の
対
象
年
齢

拡
大
を
行
な
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
健
診

は
若
い
世
代
の
受
診
率
向
上
効
果
が

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
で
は
今

後
も
個
別
健
診
や
市
内
公
共
施
設
で

の
集
団
健
診
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
受
診
状
況
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

康
協
定
を
締
結
し
受
信
率
向
上
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。
生
活
習
慣
病
予

防
の
啓
発
事
業

の
推
進
計
画
を

伺
う
。
コ
ン
ビ

ニ
健
診
を
幸
手

市
で
も
実
施
を

提
案
す
る
が
所

見
を
伺
う
。

当
市
で
は
「
健
康
日
本
21
幸

手
計
画
」
の
基
本
方
針
に

「
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症

他
の
自
治
体
で
は
コ
ン
ビ
ニ

と
連
携
し
、
市
民
が
健
康
状

態
を
把
握
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て

い
る
。
個
人
事
業
主
や
専
業
主
婦
な

ど
は
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る

機
会
が
少
な
く
特
に
若
い
世
代
の
健

康
診
断
受
診
率
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
、

潜
在
的
な
生
活
習
慣
病
予
備
軍
や
重

症
者
の
掘
り
起
し
、
市
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
的
に
コ
ン
ビ
ニ
と
健

「
コ
ン
ビ
ニ
健
診
」
の
早
期
実
施
を

A

関
や
生
産
者
団
体
と
の
連
携
・
協
力

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
し
て
は
、
特
別
栽
培
米
の

増
産
や
市
外
に
向
け
た
情
報
発
信
等
、

お
米
の
高
付
加
価
値
化
の
追
求
や
、

認
知
度
向
上
の
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
課
題
や
問
題
点
と
し
て
は
、
食
味

や
品
質
、
安
心
・
安
全
の
確
保
、
適

正
な
流
通
の
確
保
、
消
費
者
の
意
見

の
反
映
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
埼
玉
み
ず
ほ
農
協
と
の
連
携
・

協
力
を
継
続
し
な
が
ら
、
各
関
係
機

こ
の
た
び
、
ゾ
マ
ホ
ン
・
ル

フ
ィ
ン
氏
が
「
幸
手
市
お
米

大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
。
渡
辺
市
長

が
提
言
さ
れ
て
い
る
「
幸
手
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が
ま
た
一

歩
前
進
し
た
。

　
今
後
の
幸
手
産
の
お
米
や
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
伺
う
。
ま
た
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
課
題
や
問
題

点
、
強
力
体
制
を
伺
う
。

幸
手
産
農
産
物
の
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

Q

A

Q

い
か
が
か
。

今
回
い
た
だ
い
た
署
名
に
つ

い
て
は
、
貴
重
な
意
見
と
し

て
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
交
付

金
の
交
付
率
が
厳
し
か
っ
た
た
め
、

重
点
事
業
の
再
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
一
定
の
財
政
規
律
を
堅
持
し
た

う
え
で
、
現
行
の
自
由
通
路
お
よ
び

橋
上
駅
舎
の
計
画
に
て
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。
事

業
費
の
削
減
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

が
、
利
便
性
や
様
々
な
利
用
の
可
能

市
の
新
た
な
負
担
が
12
億
円

ふ
え
た
民
間
橋
上
駅
舎
建
設

計
画
に
対
し
３
種
類
の
、
幸
手
駅
舎

と
東
西
自
由
通
路
建
設
見
直
し
を
求

め
る
署
名
合
計
7
千
５
２
１
筆
が
提

出
さ
れ
た
。
渡
辺
邦
夫
市
長
に
も
同

様
の
署
名
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
駅
舎
建
設
見
直
し
署
名
の
重

さ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
、
市
長
に

は
、
重
い
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が

駅
舎
見
直
し
署
名
７
５
２
１
筆
に
市
長
責
任
は

Q

A

青木　章議員小林順一議員大平泰二議員 小河原浩和議員

性
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
。

孫
子
の
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
施

設
で
あ
る
た
め
、
現
行
計
画
に
て
進

め
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
市
長
）
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の
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。
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ま
た
、
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で
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の
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に
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。
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会
の
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う
。
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国
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・
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状
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調
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の
結
果
で
は
、
幸
手
市
の
平
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正
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率
は
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全
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と
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、
全

教
科
で
下
回
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と
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う
憂
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す
べ
き
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で
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で
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調
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結
果
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と
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力

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、

親
は
も
と
よ
り
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
「
生
き
る
力
」
を
身
に

付
け
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
の

幸
手
市
で
学
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子
ど
も
た
ち
が
将
来
、

日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
と
し

て
育
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、

幸
手
市
小
中
学
生
の
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
全
国
、

県
内
と
比
べ
た
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

幸
手
市
小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
む
け
て

Q

A

化
予
防
」
を
掲
げ
、
専
門
医
の
講
話

や
運
動
習
慣
定
着
・
食
生
活
改
善
の

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活

動
や
集
団
健
診
の
土
日
・
が
ん
検
診

同
時
実
施
、
個
別
健
診
の
対
象
年
齢

拡
大
を
行
な
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
健
診

は
若
い
世
代
の
受
診
率
向
上
効
果
が

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
で
は
今

後
も
個
別
健
診
や
市
内
公
共
施
設
で

の
集
団
健
診
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
受
診
状
況
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

康
協
定
を
締
結
し
受
信
率
向
上
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。
生
活
習
慣
病
予

防
の
啓
発
事
業

の
推
進
計
画
を

伺
う
。
コ
ン
ビ

ニ
健
診
を
幸
手

市
で
も
実
施
を

提
案
す
る
が
所

見
を
伺
う
。

当
市
で
は
「
健
康
日
本
21
幸

手
計
画
」
の
基
本
方
針
に

「
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症

他
の
自
治
体
で
は
コ
ン
ビ
ニ

と
連
携
し
、
市
民
が
健
康
状

態
を
把
握
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て

い
る
。
個
人
事
業
主
や
専
業
主
婦
な

ど
は
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る

機
会
が
少
な
く
特
に
若
い
世
代
の
健

康
診
断
受
診
率
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
、

潜
在
的
な
生
活
習
慣
病
予
備
軍
や
重

症
者
の
掘
り
起
し
、
市
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
的
に
コ
ン
ビ
ニ
と
健

「
コ
ン
ビ
ニ
健
診
」
の
早
期
実
施
を

A

関
や
生
産
者
団
体
と
の
連
携
・
協
力

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
し
て
は
、
特
別
栽
培
米
の

増
産
や
市
外
に
向
け
た
情
報
発
信
等
、

お
米
の
高
付
加
価
値
化
の
追
求
や
、

認
知
度
向
上
の
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
課
題
や
問
題
点
と
し
て
は
、
食
味

や
品
質
、
安
心
・
安
全
の
確
保
、
適

正
な
流
通
の
確
保
、
消
費
者
の
意
見

の
反
映
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
埼
玉
み
ず
ほ
農
協
と
の
連
携
・

協
力
を
継
続
し
な
が
ら
、
各
関
係
機

こ
の
た
び
、
ゾ
マ
ホ
ン
・
ル

フ
ィ
ン
氏
が
「
幸
手
市
お
米

大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
。
渡
辺
市
長

が
提
言
さ
れ
て
い
る
「
幸
手
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
が
ま
た
一

歩
前
進
し
た
。

　
今
後
の
幸
手
産
の
お
米
や
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
伺
う
。
ま
た
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
課
題
や
問
題

点
、
強
力
体
制
を
伺
う
。

幸
手
産
農
産
物
の
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

Q

A

Q

い
か
が
か
。

今
回
い
た
だ
い
た
署
名
に
つ

い
て
は
、
貴
重
な
意
見
と
し

て
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
交
付

金
の
交
付
率
が
厳
し
か
っ
た
た
め
、

重
点
事
業
の
再
検
討
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
一
定
の
財
政
規
律
を
堅
持
し
た

う
え
で
、
現
行
の
自
由
通
路
お
よ
び

橋
上
駅
舎
の
計
画
に
て
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。
事

業
費
の
削
減
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

が
、
利
便
性
や
様
々
な
利
用
の
可
能

市
の
新
た
な
負
担
が
12
億
円

ふ
え
た
民
間
橋
上
駅
舎
建
設

計
画
に
対
し
３
種
類
の
、
幸
手
駅
舎

と
東
西
自
由
通
路
建
設
見
直
し
を
求

め
る
署
名
合
計
7
千
５
２
１
筆
が
提

出
さ
れ
た
。
渡
辺
邦
夫
市
長
に
も
同

様
の
署
名
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
駅
舎
建
設
見
直
し
署
名
の
重

さ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
、
市
長
に

は
、
重
い
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が

駅
舎
見
直
し
署
名
７
５
２
１
筆
に
市
長
責
任
は

Q

A

青木　章議員小林順一議員大平泰二議員 小河原浩和議員

性
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
。

孫
子
の
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
施

設
で
あ
る
た
め
、
現
行
計
画
に
て
進

め
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
市
長
）
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（
市
民
生
活
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

台
風
接
近
に
合
わ
せ
て
、
市

で
は
事
前
に
仮
設
ポ
ン
プ
を

設
置
し
、
排
水
作
業
を
行
っ
た
。

道
路
冠
水
に
よ
る
交
通
規
制
が
東
さ

く
ら
通
り
で
２
回
発
生
し
、
冠
水
に

よ
り
汚
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
道
路
は
清

掃
を
行
っ
た
。
今
回
の
台
風
は
風
も

強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
園
な
ど
に

あ
る
高
木
が
４
本
倒
れ
た
。

　
水
路
等
の
施
設
や
水
田
等
の
農
作

物
に
被
害
は
認
め
ら
れ
ず
、
農
業
関

係
機
関
に
も
被
害
の
報
告
は
な
か
っ

た
。

道
路
被
害
、
水
路
被
害
、
農

作
物
被
害
、
住
宅
被
害
、
そ

の
他
の
被
害
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た

の
か
。
特
に
住
宅
被
害
、
農
作
物
の

被
害
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

台
風
９
号
の
被
害
状
況
は

Q

A

　
例
え
ば
駅
舎
整
備
事
業
に
関
し
て

は
、
交
付
金
の
内
示
を
得
た
後
、
市

長
の
指
示
に
よ
り
関
係
部
署
で
検
討

を
行
い
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
経
費

節
減
と
事
業
効
果
を
考
慮
し
た
見
直

し
を
行
い
、
資
金
計
画
に
つ
い
て
は

財
源
の
組
み
替
え
に
よ
る
財
源
確
保

と
い
っ
た
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

（
市
長
）

た
６
５
７
４
名
の
陳
情
も
出
さ
れ
た
。

こ
れ
も
市
民
へ
の
説
明
不
足
の
結
果

で
あ
る
。
情
報
は
適
宜
わ
か
り
易
く

発
信
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で

市
は
何
を
ど
う
見
直
し
た
の
か
伺
う
。

市
の
事
業
決
定
・
見
直
し
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
各

部
署
に
お
い
て
実
施
計
画
を
立
案
し
、

決
裁
行
為
に
よ
り
事
業
を
決
定
し
て

い
る
が
、
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

庁
議
や
政
策
調
整
会
議
な
ど
の
合
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

今
度
の
駅
舎
整
備
事
業
は
、

国
の
補
助
金
交
付
が
予
定
の

半
分
以
下
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
創
生
総

合
戦
略
に
揚
げ
て
い
る
点
を
前
提
と

し
て
、
建
設
あ
り
き
の
財
源
の
組
み 

替
え
で
市
の
負
担
が
増
大
。
総
振
に

あ
る
庁
舎
整
備
計
画
は
度
々
そ
の
手

法
が
替
え
ら
れ
て
い
る
。
財
政
に
見

合
う
事
業
規
模
へ
の
見
直
し
を
求
め

市
の
事
業
決
定
・
見
直
し
の
プ
ロ
セ
ス
は

Q

A

設
で
あ
る
た
め
、
安
全
で
利
便
に
優

れ
た
現
行
計
画
に
て
進
め
る
こ
と
が

最
善
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
予
算

編
成
で
は
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
交
付

率
で
あ
る
55
％
を
予
定
す
る
こ
と
が

通
例
で
あ
り
、
交
付
金
の
配
分
に
つ

い
て
は
、
国
が

定
め
る
予
算
の

範
囲
内
で
行
わ

れ
る
た
め
予
測

は
困
難
で
あ
る
。

（
市
長
）

の
は
市
長
の
責
務
で
あ
り
、
こ
の
民

意
に
ど
う
対
応
さ
れ
る
か
。

　
ま
た
、
予
算
調
製
の
責
任
は
重
い
。

国
費
動
向
は
十
分
察
知
さ
れ
た
の
か
。

予
算
調
製
時
の
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

交
付
金
の
交
付
率
が
厳
し
か

っ
た
た
め
、
重
点
事
業
の
再

検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
定
の
財

政
規
律
を
堅
持
し
た
う
え
で
、
現
行

の
自
由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅
舎
の
計

画
に
て
整
備
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

孫
子
の
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
施

駅
舎
整
備
事
業
が
、
国
費
２

年
連
続
低
配
分
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
今
般
、
市
民
に
よ
る
署

名
活
動
で
表
さ
れ
た
民
意
は
、
「
財

政
支
出
を
削
減
し
た
」
「
財
政
力
に

見
合
っ
た
」
「
財
政
負
担
の
少
な
い
」

建
設
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ち
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

持
っ
た
人
の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
の

民
意
を
す
い
上
げ
合
意
を
形
成
す
る

署
名
７
５
２
１
名
の
民
意
が
求
め
る
も
の
は

Q

特
定
の
事
業
に
充
当
せ
ず
、
全
て
一

般
財
源
と
な
る
た
め
、
直
接
的
に
駅

舎
建
設
事
業
に
充
当
す
る
も
の
で
は

な
い
。

⑶
平
成
32
年
度
は
、
次
年
度
へ
の
繰

越
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
金
を
取

崩
す
こ
と
な
く
事
業
を
実
施
で
き
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業

推
進
は
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

⑶
駅
舎
完
成
後
の
平
成
32
年
度
に
は

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
残
額
が
1
2

0
0
万
円
と
な
る
が
、
幸
手
市
の
事

業
推
進
は
維
持
で
き
る
の
か
伺
う
。

⑴
計
画
は
、
赤
字
で
は
な
く

資
金
不
足
に
よ
る
も
の
で
、

基
金
の
一
部
を
取
崩
し
、
繰
入
れ
す

る
こ
と
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
と
し
て
い
る
。

⑵
平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
次
年
度
に
繰
越
す

べ
き
財
源
を
除
き
繰
越
金
と
す
る
が
、

⑴
駅
舎
・
自
由
通
路
建
設
お

よ
び
西
口
開
発
事
業
に
多
額

な
予
算
が
か
か
る
た
め
に
、
平
成
29

年
度
か
ら
３
年
間
赤
字
に
な
る
が
、

赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
な
計
画
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

⑵
平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
の
差
し
引

き
残
額
が
約
10
億
円
あ
る
が
、
す
べ

て
駅
舎
建
設
の
た
め
に
使
う
の
か
伺

う
。

駅
舎
の
整
備
は

Q

A A

松田雅代議員 中村孝子議員 藤沼　貢議員宮杉勝男議員
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（12）（13）

（
市
民
生
活
部
長
・
建
設
経
済
部
長
）

台
風
接
近
に
合
わ
せ
て
、
市

で
は
事
前
に
仮
設
ポ
ン
プ
を

設
置
し
、
排
水
作
業
を
行
っ
た
。

道
路
冠
水
に
よ
る
交
通
規
制
が
東
さ

く
ら
通
り
で
２
回
発
生
し
、
冠
水
に

よ
り
汚
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
道
路
は
清

掃
を
行
っ
た
。
今
回
の
台
風
は
風
も

強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
園
な
ど
に

あ
る
高
木
が
４
本
倒
れ
た
。

　
水
路
等
の
施
設
や
水
田
等
の
農
作

物
に
被
害
は
認
め
ら
れ
ず
、
農
業
関

係
機
関
に
も
被
害
の
報
告
は
な
か
っ

た
。

道
路
被
害
、
水
路
被
害
、
農

作
物
被
害
、
住
宅
被
害
、
そ

の
他
の
被
害
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た

の
か
。
特
に
住
宅
被
害
、
農
作
物
の

被
害
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

台
風
９
号
の
被
害
状
況
は

Q

A

　
例
え
ば
駅
舎
整
備
事
業
に
関
し
て

は
、
交
付
金
の
内
示
を
得
た
後
、
市

長
の
指
示
に
よ
り
関
係
部
署
で
検
討

を
行
い
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
経
費

節
減
と
事
業
効
果
を
考
慮
し
た
見
直

し
を
行
い
、
資
金
計
画
に
つ
い
て
は

財
源
の
組
み
替
え
に
よ
る
財
源
確
保

と
い
っ
た
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

（
市
長
）

た
６
５
７
４
名
の
陳
情
も
出
さ
れ
た
。

こ
れ
も
市
民
へ
の
説
明
不
足
の
結
果

で
あ
る
。
情
報
は
適
宜
わ
か
り
易
く

発
信
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で

市
は
何
を
ど
う
見
直
し
た
の
か
伺
う
。

市
の
事
業
決
定
・
見
直
し
の

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
各

部
署
に
お
い
て
実
施
計
画
を
立
案
し
、

決
裁
行
為
に
よ
り
事
業
を
決
定
し
て

い
る
が
、
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

庁
議
や
政
策
調
整
会
議
な
ど
の
合
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

今
度
の
駅
舎
整
備
事
業
は
、

国
の
補
助
金
交
付
が
予
定
の

半
分
以
下
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
創
生
総

合
戦
略
に
揚
げ
て
い
る
点
を
前
提
と

し
て
、
建
設
あ
り
き
の
財
源
の
組
み 

替
え
で
市
の
負
担
が
増
大
。
総
振
に

あ
る
庁
舎
整
備
計
画
は
度
々
そ
の
手

法
が
替
え
ら
れ
て
い
る
。
財
政
に
見

合
う
事
業
規
模
へ
の
見
直
し
を
求
め

市
の
事
業
決
定
・
見
直
し
の
プ
ロ
セ
ス
は

Q
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設
で
あ
る
た
め
、
安
全
で
利
便
に
優

れ
た
現
行
計
画
に
て
進
め
る
こ
と
が

最
善
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
予
算

編
成
で
は
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
交
付

率
で
あ
る
55
％
を
予
定
す
る
こ
と
が

通
例
で
あ
り
、
交
付
金
の
配
分
に
つ

い
て
は
、
国
が

定
め
る
予
算
の

範
囲
内
で
行
わ

れ
る
た
め
予
測

は
困
難
で
あ
る
。

（
市
長
）

の
は
市
長
の
責
務
で
あ
り
、
こ
の
民

意
に
ど
う
対
応
さ
れ
る
か
。

　
ま
た
、
予
算
調
製
の
責
任
は
重
い
。

国
費
動
向
は
十
分
察
知
さ
れ
た
の
か
。

予
算
調
製
時
の
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

交
付
金
の
交
付
率
が
厳
し
か

っ
た
た
め
、
重
点
事
業
の
再

検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
定
の
財

政
規
律
を
堅
持
し
た
う
え
で
、
現
行

の
自
由
通
路
お
よ
び
橋
上
駅
舎
の
計

画
に
て
整
備
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。

孫
子
の
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
施

駅
舎
整
備
事
業
が
、
国
費
２

年
連
続
低
配
分
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
今
般
、
市
民
に
よ
る
署

名
活
動
で
表
さ
れ
た
民
意
は
、
「
財

政
支
出
を
削
減
し
た
」
「
財
政
力
に

見
合
っ
た
」
「
財
政
負
担
の
少
な
い
」

建
設
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ち
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

持
っ
た
人
の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
の

民
意
を
す
い
上
げ
合
意
を
形
成
す
る

署
名
７
５
２
１
名
の
民
意
が
求
め
る
も
の
は

Q

特
定
の
事
業
に
充
当
せ
ず
、
全
て
一

般
財
源
と
な
る
た
め
、
直
接
的
に
駅

舎
建
設
事
業
に
充
当
す
る
も
の
で
は

な
い
。

⑶
平
成
32
年
度
は
、
次
年
度
へ
の
繰

越
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
金
を
取

崩
す
こ
と
な
く
事
業
を
実
施
で
き
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業

推
進
は
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

⑶
駅
舎
完
成
後
の
平
成
32
年
度
に
は

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
残
額
が
1
2

0
0
万
円
と
な
る
が
、
幸
手
市
の
事

業
推
進
は
維
持
で
き
る
の
か
伺
う
。

⑴
計
画
は
、
赤
字
で
は
な
く

資
金
不
足
に
よ
る
も
の
で
、

基
金
の
一
部
を
取
崩
し
、
繰
入
れ
す

る
こ
と
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
と
し
て
い
る
。

⑵
平
成
27
年
度
決
算
に
お
け
る
歳
入

歳
出
差
引
額
か
ら
次
年
度
に
繰
越
す

べ
き
財
源
を
除
き
繰
越
金
と
す
る
が
、

⑴
駅
舎
・
自
由
通
路
建
設
お

よ
び
西
口
開
発
事
業
に
多
額

な
予
算
が
か
か
る
た
め
に
、
平
成
29

年
度
か
ら
３
年
間
赤
字
に
な
る
が
、

赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
な
計
画
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

⑵
平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
の
差
し
引

き
残
額
が
約
10
億
円
あ
る
が
、
す
べ

て
駅
舎
建
設
の
た
め
に
使
う
の
か
伺

う
。

駅
舎
の
整
備
は

Q

A A

松田雅代議員 中村孝子議員 藤沼　貢議員宮杉勝男議員
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（14）（15）

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役
所
第
2

庁
舎
1
階
に
、
相
談
員
3
名
と
求
人

情
報
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
情
報
端

末
5
台
を
設
置
し
、
2
月
1
日
を
開

設
日
と
し
て
現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

グ
支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
伺
う
。

市
と
し
て
も
若
い
世
代
の
就

職
に
伴
う
転
出
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
市
内
の
雇
用
機
会
の

拡
充
は
必
要
と
考
え
る
。
今
後
幸
手

中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業
の
開

業
が
順
次
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
春
日

部
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
と
協
力
し
て
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
で
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
ふ
る

若
い
世
代
の
就
職
に
伴
う
転

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、
市
内
で
の
雇
用
機
会
を
拡
充

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
平
成
28
年
度
、
庁
舎
内
に
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　
就
職
希
望
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

若
者
の
定
住
促
進
策
を
問
うQ

っ
た
場
合
は
、
関
係
者
と
十
分
協
議

し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
戦
没
者
慰
霊
祭
を
幸
手
市
遺
族
会

主
催
で
行
っ
て
い
る
が
、
遺
族
の
方

々
の
高
齢
化
が
進
む
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
幸
手
市
遺
族
会
で
の
実
施
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
者

と
協
議
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
追

悼
を
行
う
か
考
え
て
い
く
。
　
　

（
健
康
福
祉
部
長
）

が
、
今
後
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
国
や
県
の
追
悼
式
に
準
じ
て
、
遺

族
の
高
齢
化
と
世
代
交
代
も
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

市
長
主
催
の
追
悼
式
に
し
て
は
ど
う

か
伺
う
。長

い
期
間
引
き
継
が
れ
て
管

理
さ
れ
、
人
々
の
魂
が
入
っ

た
忠
魂
碑
や
忠
霊
塔
の
管
理
は
、
引

き
続
き
地
域
の
方
が
行
う
こ
と
が
最

良
と
考
え
る
が
、
管
理
が
困
難
と
な

戦
後
71
年
を
経
過
し
、
当
時

を
知
る
世
代
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
次
の
世
代
に
現
在
の
平
和

と
繁
栄
が
多
く
の
犠
牲
の
も
と
に
あ

る
こ
と
を
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
戦
没
者
の
偉
業
を
伝
え
る
た
め
、

市
町
の
関
わ
り
の
な
か
で
忠
霊
塔
や

忠
魂
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
。

　
現
在
、
場
所
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

幸
手
市
の
戦
後
の
未
処
理
課
題
に
つ
い
て
伺
う

Q

A A

木村治夫議員武藤寿男議員

　
市
議
会
で
は
昨
年
９
月
よ
り
『
幸
手
市
都

市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
調
査
特
別
委
員

会
』
を
設
置
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
業
務
委

託
を
し
て
い
る
指
定
管
理
者
の
事
業
執
行
の

状
況
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
11
回
特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
に
副
市

長
に
よ
り
と
り
ま
と
め
が
約
束
さ
れ
た
庁
内

検
討
委
員
会
に
よ
る
業
務
改
善
に
関
す
る
報

告
書
の
提
示
が
あ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
昨
年
９
月
よ
り
『
幸

手
市
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
調

査
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
、
平
成

26
年
度
か
ら
業
務
委
託
を
し
て
い
る

指
定
管
理
者
の
事
業
執
行
の
状
況
を

調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
11
回
特
別
委
員
会
で
は
、
副
市

長
、
総
務
部
長
を
は
じ
め
、
担
当
部

課
長
出
席
の
も
と
、
前
回
の
特
別
委

員
会
に
お
い
て
提
出
を
求
め
て
い
た

平
成
26
年
度
事
業
収
支
（
改
訂
版
）

の
提
示
が
あ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し

た
。 幸

手
市
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務

調
査
特
別
委
員
会

第
11
回
　

　
開
催
日
　
平
成
28
年
7
月
19
日
㈫

　
調
査
・
審
査
内
容

・
平
成
26
年
度
事
業
収
支
の
訂
正

に
係
る
説
明
に
基
づ
く
質
疑
応

答
・
平
成
26
年
度
事
業
収
支
の
仕
訳

先
訂
正
書
類
の
提
出
を
請
求

・
次
回
の
特
別
委
員
会
の
進
め
方

に
つ
い
て

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

巻
島
幸
男
議
員
が
８
月
17
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
生
前
の

活
躍
を
し
の
び
、
安
ら
か
な
る
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

﹇
略
歴
﹈

　
平
成
27
年
４
月
市
議
会
議
員
に

初
当
選
。

　
総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
、
利
根
川

栗
橋
流
域
水
防
事
務
組
合
議
会
議

員
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
勤

め
ま
し
た
。

9月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

73人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

7月 219件 8月 454件 9月 4,036件

９
月
1
日（
本
会
議
）

　
・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一括
上
程
、提
案
理
由
説
明

９
月
2
日
・
5
日
・
6
日（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る一般
質
問

９
月
12
日（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

９
月
13
日
・
14
日
・
30
日（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
15
日（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

９
月
12
日
・
20
日
・
21
日（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

９
月
30
日（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　
・
閉
会

９月定例会　会期日程

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会
　 ホームページ（インターネット映像配信システム）
　 でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市
　 役所の情報公開コーナー、または市議会ホーム
　 ページで公開しています。
● 9月定例会の会議録は12月上旬頃公開予定です。

議会を傍聴しませんか
　議会では日常生活にかかわる条例
や事業の予算などを審議し、決定して
います。ぜひ、傍聴にお出かけくだ
さい。

11月30日開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.city.satte.lg.jp/

12月定例会のお知らせ
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さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
市
役
所
第
2

庁
舎
1
階
に
、
相
談
員
3
名
と
求
人

情
報
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
情
報
端

末
5
台
を
設
置
し
、
2
月
1
日
を
開

設
日
と
し
て
現
在
準
備
を
進
め
て
い

る
。

（
建
設
経
済
部
長
）

グ
支
援
に
つ
い
て
、
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
伺
う
。

市
と
し
て
も
若
い
世
代
の
就

職
に
伴
う
転
出
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
市
内
の
雇
用
機
会
の

拡
充
は
必
要
と
考
え
る
。
今
後
幸
手

中
央
地
区
産
業
団
地
進
出
企
業
の
開

業
が
順
次
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
春
日

部
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
と
協
力
し
て
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
で
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
ふ
る

若
い
世
代
の
就
職
に
伴
う
転

出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、
市
内
で
の
雇
用
機
会
を
拡
充

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
平
成
28
年
度
、
庁
舎
内
に
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
開
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

　
就
職
希
望
者
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

若
者
の
定
住
促
進
策
を
問
うQ

っ
た
場
合
は
、
関
係
者
と
十
分
協
議

し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
戦
没
者
慰
霊
祭
を
幸
手
市
遺
族
会

主
催
で
行
っ
て
い
る
が
、
遺
族
の
方

々
の
高
齢
化
が
進
む
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
幸
手
市
遺
族
会
で
の
実
施
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
関
係
者

と
協
議
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
追

悼
を
行
う
か
考
え
て
い
く
。
　
　

（
健
康
福
祉
部
長
）

が
、
今
後
の
管
理
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
国
や
県
の
追
悼
式
に
準
じ
て
、
遺

族
の
高
齢
化
と
世
代
交
代
も
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

市
長
主
催
の
追
悼
式
に
し
て
は
ど
う

か
伺
う
。長

い
期
間
引
き
継
が
れ
て
管

理
さ
れ
、
人
々
の
魂
が
入
っ

た
忠
魂
碑
や
忠
霊
塔
の
管
理
は
、
引

き
続
き
地
域
の
方
が
行
う
こ
と
が
最

良
と
考
え
る
が
、
管
理
が
困
難
と
な

戦
後
71
年
を
経
過
し
、
当
時

を
知
る
世
代
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
次
の
世
代
に
現
在
の
平
和

と
繁
栄
が
多
く
の
犠
牲
の
も
と
に
あ

る
こ
と
を
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
戦
没
者
の
偉
業
を
伝
え
る
た
め
、

市
町
の
関
わ
り
の
な
か
で
忠
霊
塔
や

忠
魂
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
。

　
現
在
、
場
所
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る

幸
手
市
の
戦
後
の
未
処
理
課
題
に
つ
い
て
伺
う

Q

A A

木村治夫議員武藤寿男議員

　
市
議
会
で
は
昨
年
９
月
よ
り
『
幸
手
市
都

市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
調
査
特
別
委
員

会
』
を
設
置
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
業
務
委

託
を
し
て
い
る
指
定
管
理
者
の
事
業
執
行
の

状
況
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
11
回
特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
に
副
市

長
に
よ
り
と
り
ま
と
め
が
約
束
さ
れ
た
庁
内

検
討
委
員
会
に
よ
る
業
務
改
善
に
関
す
る
報

告
書
の
提
示
が
あ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
昨
年
９
月
よ
り
『
幸

手
市
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務
調

査
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
、
平
成

26
年
度
か
ら
業
務
委
託
を
し
て
い
る

指
定
管
理
者
の
事
業
執
行
の
状
況
を

調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
11
回
特
別
委
員
会
で
は
、
副
市

長
、
総
務
部
長
を
は
じ
め
、
担
当
部

課
長
出
席
の
も
と
、
前
回
の
特
別
委

員
会
に
お
い
て
提
出
を
求
め
て
い
た

平
成
26
年
度
事
業
収
支
（
改
訂
版
）

の
提
示
が
あ
り
、
説
明
を
受
け
ま
し

た
。 幸

手
市
都
市
公
園
等
指
定
管
理
業
務

調
査
特
別
委
員
会

第
11
回
　

　
開
催
日
　
平
成
28
年
7
月
19
日
㈫

　
調
査
・
審
査
内
容

・
平
成
26
年
度
事
業
収
支
の
訂
正

に
係
る
説
明
に
基
づ
く
質
疑
応

答
・
平
成
26
年
度
事
業
収
支
の
仕
訳

先
訂
正
書
類
の
提
出
を
請
求

・
次
回
の
特
別
委
員
会
の
進
め
方

に
つ
い
て

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

巻
島
幸
男
議
員
が
８
月
17
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
生
前
の

活
躍
を
し
の
び
、
安
ら
か
な
る
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

﹇
略
歴
﹈

　
平
成
27
年
４
月
市
議
会
議
員
に

初
当
選
。

　
総
務
常
任
委
員
会
委
員
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
、
利
根
川

栗
橋
流
域
水
防
事
務
組
合
議
会
議

員
、
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
勤

め
ま
し
た
。

9月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

73人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

7月 219件 8月 454件 9月 4,036件

９
月
1
日（
本
会
議
）

　
・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・
市
長
提
出
議
案
一括
上
程
、提
案
理
由
説
明

９
月
2
日
・
5
日
・
6
日（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る一般
質
問

９
月
12
日（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

９
月
13
日
・
14
日
・
30
日（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
15
日（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

９
月
12
日
・
20
日
・
21
日（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

９
月
30
日（
本
会
議
）

　
・
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　
・
閉
会

９月定例会　会期日程

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会
　 ホームページ（インターネット映像配信システム）
　 でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市
　 役所の情報公開コーナー、または市議会ホーム
　 ページで公開しています。
● 9月定例会の会議録は12月上旬頃公開予定です。

議会を傍聴しませんか
　議会では日常生活にかかわる条例
や事業の予算などを審議し、決定して
います。ぜひ、傍聴にお出かけくだ
さい。

11月30日開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.city.satte.lg.jp/

12月定例会のお知らせ
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９月定例会のおもなことがら

権現堂堤が曼珠沙華のじゅうたんで真っ赤に染まりました。

・平成28年９月定例会議案
・各常任委員会での審議　
・市政に対する一般質問
・特別委員会報告等
・議決結果の一覧、編集後記

……………………２～４ページ
………………………５～７ページ
………………………８～14ページ

…………………………………15ページ
………………………16ページ

市議会だよりは市のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.satte.lg.jp

平成28年9月定例会 提出された議案の結果

議
会
広
報
編
集
委
員

〔市議会だよりさって〕No.80　平成28年（2016）11月1日発行　■発　行：幸手市議会　〒340-0192幸手市東4－6－8　Tel 0480（43）1111　■編　集：幸手市議会広報編集委員会
　 この広報紙は資源保護のため、再生紙および植物油インキを使用しています。

　　　　　　　　　
　　　　　　            実りの秋だ。太陽を浴び風雨に耐え、人
間社会に富をもたらす食料、確保するのは政治の責任だ。でき
ない国は滅びると言われている。そのような事態を招かぬため
に、中央も地方も政治の果たす役割は重大だ。ある市民から
「政治は倫理の前に道徳だ」と指摘された。心に突き刺さった
言葉だ。道徳と倫理を基礎にした政治が実るのはいつの日か、
今、その在り方が問われている。

編 集 後 記委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

手　島　幸　成
小　林　順　一
大　平　泰　二
木　村　治　夫
小　林　啓　子
本　田　謡　子
松　田　雅　代
武　藤　壽　男

（市長提出議案）
（○：賛成　×：反対　退：退席）公明党…公　改革…改　先進…先　自民クラブ…自　日本共産党…共　無所属…無

　　　　　

議案番号

議席番号・議員名

議　案　名

付　託
委員会

本会議
議決結果

大
山
　
重
隆（
無
）

小
林
　
啓
子（
公
）

小
河
原
浩
和（
改
）

本
田
　
謡
子（
改
）

松
田
　
雅
代（
先
）

宮
杉
　
勝
男（
無
）

木
村
　
治
夫（
自
）

小
林
　
順
一（
無
）

中
村
　
孝
子（
先
）

藤
沼
　

貢（
自
）

青
木

　

章（
無
）

手
島

　
幸
成（
無
）

武
藤

　
壽
男（
無
）

大
平
　
泰
二（
共
）

（議員提出議案）

議案第60号 平成27年度幸手市水道事業会計決算の認定について 建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第62号 市道路線の認定について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第63号 市道路線の変更について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第64号 市道路線の廃止について 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第66号 平成28年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第67号 平成28年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第68号 平成28年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第69号 平成28年度幸手市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第70号 平成28年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第72号 平成28年度幸手市水道事業会計補正予算（第１号） 建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第73号 副市長の選任について － 賛成多数同意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

議案第74号 教育委員会委員の任命について － 賛成多数同意○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

　　 大平泰二議員に対する懲罰の件 懲罰特別 賛成多数可決× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － × 退

建設経済 賛成全員可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第52号 平成27年度幸手市水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

文教厚生 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第54号 平成27年度幸手市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

文教厚生 賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第55号 平成27年度幸手市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

文教厚生 賛成多数認定× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第56号 平成27年度幸手市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第57号 平成27年度幸手市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

建設経済 賛成全員認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○議案第58号 平成27年度幸手市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

建設経済 賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第59号 平成27年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

建設経済 賛成多数可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×議案第71号 平成28年度幸手市幸手駅西口土地区画整理事業特別会計
補正予算（第１号）

建設経済 賛成少数不採択○ × × × ○ × × × ○ × × － ○ ○請願第１号 財政支出を大幅削減した幸手駅舎・東西自由通路建設を求
める件

総　務 賛成少数不採択× × × × × × × × × × × － × ○請願第２号 市の駅舎建設計画の是非を問う住民投票条例の設置を求め
る件

総　務
文教厚生
建設経済

賛成多数認定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ×平成27年度幸手市一般会計歳入歳出決算の認定について議案第53号

総　務
文教厚生
建設経済

賛成多数可決× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － × ×平成28年度幸手市一般会計補正予算（第２号）議案第65号

賛成全員可決総　務○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
幸手市議会議員及び幸手市長の選挙における選挙運動用自動
車の使用等の公営に関する条例及び幸手市長の選挙における
ビラの作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

議案第61号

（16）


